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五
六

紹

介
目

加
田

さ
く

を
著

『
物
語
作
家
圏
の
研
究

ー

そ
の
位
相
及
び
教
養
よ
り
み
た
る
物
語
の
形
成
ー

』

今

井

源

衛

A
5
版
九
六
五
頁

、
み
ご
と
な
大
著
で
あ
る
。
目
加

田
さ
く
を
氏

の
学
位
論

文
刊
行

の
噂
は
か
ね
が
ね
承

つ
で
、
同
学
に
連
る
も

の
と
し

で
、
そ

の
日
を
待

っ
て

い
た
が
、
実
物

を
手
に
す
る
に
及
ん
で
、
案

の
如
く

、
宏
翰
壮
大
な
そ
の

装
に
ま
ず
圧
倒

さ
れ
る
思

い
で
あ
る

。
申
す
ま
で
も
な
く
、
学
界
、
こ
と
に
西

日
本
国
文
学
界

の

一
慶
事

で
あ
る

。

本
書

は
全
十
章

、
各
章
は

二
～
五
節
よ
り
成
り
、
各
節
ま
た
数

項

よ

り

成

る
。
そ
こ
に

一
貫
す
る
視
点
は
、
主
と
し
て
日
本
古
代
散
文
文
学
に
お
け
る
中

.国
文
学
の
影

響
の
問
題
と

い
っ
で
よ

い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
氏

は
そ

れ
を
や

や
も
す
る
と
、
形
式
的

に
な
り
が
ち
な
比
較
文
学
的
方
法

の
枠
を
破

っ
て
、
思

想
や
構

想
に
ま
で
立
入

っ
で
考
察

を
加

え
ら

れ
る
。
以

下
順

に
や
や
詳
し
く
云

・つ
。第

一
章

「
仏
典
説
話

」
で
は
欽
明
朝

の
仏
典

の
将

来
か
ら
説
き
起
し
て
、
将

来

仏
典

の
名
称
、
そ
の
様
式
等
を

の

べ
、
こ
と
に
偶

を
も

つ
説
話
形
式
、
あ
る

い
は
遍
歴

潭
形
式

、
ま
た
そ

の
措
辞
表

現
修
飾

の
方
法
な
ど
、

一
々
事
例
を
あ

げ
て
、
そ
れ
が

、
わ
が
記
紀

そ
の
他

の
説
話

の
先
躍

の

二
た
る
こ
と
を
説
き
、

第

二
章

「
漢
唐
小
説

と
史
伝
」
で
は
漢

籍
外
典
の
将
来
、
そ

の
典
籍
名

、
又

、

中
国
に

お
け
る
唐
末
小
説

・
史
伝

の
性
格

、
及

び
古
代
中
国

の
作
家

と
政
治
と

の
関
係
を
説
き
、
彼
等

が
常
に
政
治
と
密
接

な
関
係
に
あ
り
、
文
学
は
政
治
的

関

心
の
濃

い
載
道
文
学

で
あ

っ
た
と
述

ベ
、
仏
典
説
話
と
相
侯

っ
で
共
に
わ
が

、
古
代
文
芸

の
先
縦
と

な
っ
た
こ
と
を
説
く

。

第

三
章
「
漢
文
体
救
述
文
芸
の
展
開
」
で
は
、
我
国

の
古
代

の
日
記

・
紀
行

・

伝

・
紀

の
類
に

つ
き
、
七
世
紀
よ
り
十
世
紀
ま
で
各

々
節
に
分

け
て
細
叙
し
、

そ
の
間

、
た
と
え
ば
柘
枝
伝

が
唐
楽

の
柘
枝
舞
に
基
く
創
作
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
り
、
吉
備
大

臣
私
教

類
聚

の
侠
文
六
条
を
新
し
く
政
事
要

略

中

よ

り
発

見

、
原
本

の
復
元
を
試

み
る
な
ど
貴
重
な
発
言

を
さ
れ
、
又
記
紀
を
論
じ
で
、

古
事
紀
所
伝
出
雲
神
話
そ

の
他
が
実
は
民
俗
神
話

で
な
く
、
仏
典
説
話

に
影
響

さ
れ
た
創
作
説
話

で
は
な

い
か
と
、
大
胆

な
推
測
を
加

え
ら

れ
る
。

第

四

章

「
漢

文
芸
作
家
圏

の
位
相

と
特
性

」
で
は
漢
文
芸
将
来
者
又

は
そ
の
主
要
な
荷

い
手
と
し

て
の
帰
化
人
及
び
留
学

生

・
留
学
僧

の
問

題
を
扱

い
、
前
者
帰
化
人

で
は
、
そ
の
古
代
文
学
に
お
け
る
広

汎
で
重
要

な
役
割

を
説

く
。
な
か
で
も
百

済
系
貴
族
と

、
中
国
系
貴
族

と
の
二
類
型
に
ふ
れ
、
義

慈
王

、
敬
服
王
を
祖
と

す
る
百
済
系
貴
族
は
、
好
色
淫
蕩

で
才
学
を
好
ま
ず

、
美
人
系

で

あ

っ

た

と

し

、
我

国
桓
武
朝
以
来
の
淫
風

は
後
宮

に
百
済
系

の
血

が
多
量
に
流
れ
込
ん
だ

為

と
し

、
六
歌
仙
の
行
状

の
如
き
も
、
そ
れ
に
よ

っ
で
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
で

、
中
国
系
帰
化
人
は
儒
教
的
倫
理
的
傾
向

が
強

い
と
し
、
留
学
生

・
留

学
僧
も
ま
た
元
来
求
道
的
禁
欲
的
で
も
あ
り

、
彼
等
に
よ
る
将
来
典
籍
も

、
し

た

が
っ
で
、
恋
愛
も

の
は
少
く
、
且

つ
、
彼
等

は
政
治
的
関
心
が

強

か

っ

た

が
、藤
原
専
権

と
共

に
、政
権

か
ら
隔
離
さ
れ
、
遂
に
傍
観
者
の
譜

誰

・
滑
稽
に



魏
晦
し
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。

第

五
章

「
歌
人
作
家

圏
の
位
相
と
特
性
」
で
は
、
氏
は
平

安
歌
人
群

を

「
下

級
官
吏
で
漢
文
芸
の
素
養

が
あ
り
、
専
門
歌
人
的
所
遇
を
受
け

、
自
ら
も
代
表

的
歌
人
を
も

っ
で
自
認
し

で
い
る
も
の
」
を

一
類
、

「
漢
文
芸

に
あ
ま
り
堪
能

で
な

い
皇
族
系
貴
族

、
権
門
貴
族
及
び
女
性
」
を
二
類
と
し
、
両
者

の
中
間
的

な
も

の
を
三
類
と
区
別
す

る
。
こ

の
中
、

一
類
作
家
は
貫
之
ら
の
如
く
恋
愛
歌

に
乏
し
く
、
官
位
に
関
心
ふ
か
く
、
子
女

へ
の
愛
を
歌
う
の
が
特
徴

で
あ
り
、

第

二
類
作
家
は
、
こ
れ
に
反
し
て
、
業
平

ら
の
如
く
、
恋
愛
中

心
で
道
義
的
配

慮

が
な
く

、
官
位
に
頓
着

せ
ず

、
子
女

へ
の
関

心
が
な

い
と
云
わ
れ
る
。

第
六
章

「
女
流
物
語
作
家
圏
の
位
相
と
特
性
」
で
は
、
女
流
物
語
作
家

の
教

養
と
し

で
の
漢
詩
文
が
、
主
と
し

で
耳
学
問

の
形
で
入
っ
で

い
る

こ

と

な

ど

や
、
又
儒
官

の
娘
で
あ
る

彼

女

等

の

「
非
好
色
性
」

「
固
苦
し
さ
」
な
ど
を

指
摘

し
、
又

、
紫
式
部
、
道
綱
母
等

の
場
合
に
は
自
己

の
家
門
や
身
分
に
対
す

る
衿
持

が
、
各

の
作

品
を
書

か
し
め
た
原
動
力
だ
と
主
張

さ

れ
る
。
た

と

え

ば
、
道
綱
母

に
、
時
姫
に
対
す
る
卑

下
の
意
識

が
な

い
の
は

「
時
姫
よ
り
は
家

が
上
位

で
あ
る
と

い
う
意
識
、
兼
家

と
曽
祖
父
同
志
が
兄

弟
で
あ

っ
た
と

い
う

自
負
」

(
72
P
5

)
の
為

で
あ
り
、
紫

式
部

が
道
長
を
拒

ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
『
女

房
と
な
り
な
が
ら
女
房
風
情
と
見
徹
さ
れ
る
事
を
忌

み
嫌

う
と
こ
ろ
に
、
も
と

の
根

ざ
し
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
我

が

一
門
は
沈
み
、
当
今

の
権
力
者
道
長

と
で
も
他
愛
な
い
者

で
あ
る
と
そ
の
酔
態
を
冷
静
に
描

き
、
そ

の
女
中
宮
彰
子

を
自
己

よ
り
も
才
学
、
人
物
共
に
幼
稚
な
る
女
性
と
し

て
把
握

し
、

つ

ま

り

『
人
を
人

と
も

思
』
わ
ぬ
紫
式
部

の
叡
智
が
、
現
在
無
力
な
自
己

の
境
涯

に
思

い

到
っ
た
時

、
式
部
日
記

の
憂
愁
と
な
る
」

(
55
P
)
と

い
わ
れ
る
。

第
七
章

「
漢
文
芸
作
家

圏
に
帰
属
す
る
物

語
の
系
列
」
は
、
竹
取

・
宇
津
保

の
作
品
論

で
あ
る
。
前
者

は
、
そ

の
素
材
を
化
生

の
貴
子
説
話

・
聖
衆
来
迎
思

想

・
因
果
思
想

・
神
仙
説
話

等
に
分

け
て
、
内
外
典
そ

の
他
に
そ
の
先

躍
を
探

ろ
う
と
し
た
も

の
。
宇
津
保
論

は
骨
格
で
あ
る
琴

の
家
伝
説
話

に

つ
い
で
、
琴

そ

の
も
の
に
ま

つ
わ
る
内
外

の
記
述
や
伝
承
を
博
捜
し
、
そ
れ
が
も
と
も
と
神

仙
諌
と
縁
の
ふ
か
い
も
の
で
あ
る
事
を
論
証
し

、
宇
津
保
で
は
、
そ
れ
が
中
国

に
お
け
る

「
君
子
左
琴
」

の
士
君
子
隠
遁

の
姿
勢

が
移
入
定
着
し
た
も
の
で
、

そ
れ
故
、
政
界

か
ら
遠
く
放
逐
さ
れ
る
者

の
恨

み
が
俊
蔭
に
造
型
さ
れ
る
と

い

う
。
又
そ
の
主
題
や
内
容

を
な
す
現
実
性
や
批
判
性

は
、政
権

よ
り
隔
離
さ
れ
貧

窮
に
な
や
む
儒
官

の
欲
求
不
満
に
基
く
も

の
で
、
竹
取

・
宇
津
保

・
落
窪
を
通

じ

で
見

ら
れ
る
反
藤
原
的
傾

向
も
ま
た
彼
等
の
政
権
担
当
者
に
対
す
る
叛
骨
を

示
す
も

の
で
あ
り
、
物
語
が
好
色
を
否
定
し
、
「儒
教
的
修
身
斉
家
治
国
平
天

下

と
い
う
載
道
主
義
的
人
生
観
に
律

せ
ら
れ
る
」

(
63
P
)
の
も
同
じ
理
由
に
よ

る
と
す
る
。
第

八
章

「
歌
人
圏
作
歌
に
帰
属
す
る
作
品

の
系
列
」
で
は
、
歌
物

語
を
扱

い
、
ま
ず
歌
物
語
の
先
躍

で
あ
る
記
紀

万
葉
所
見

の
題
詞

・
序

・
左
注

に
和
歌
の
加

わ
っ
た
も
の
が
、必
ず
し
も
日
本

固
来

の
発
生
で
は
な
く
、
む
し

ろ

前
述

の
将
来

の
先
行
内
外
典
に
基
く
と

こ
ろ

の
多

い
こ
と
を
述

べ
、
又

そ
れ
を

引
く
平

安
朝
歌
物
語
も
、
た
と
え
ば

、
琴
操

や
鶯

々
伝
と
伊
勢
物
語
と
の
例

の

如
く
、
唐
代
伝
奇
等
と

の
関
係
を
重
視
す

べ
き
こ
と
を
論
じ
、

つ
ぎ
に
、
歌
物

語

の
本
質

論
に
入

っ
で
、
主
と
し
で
平

中
物
語
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
そ
・れ
が

作
者

の
自
記

の
系
統
を
引
く
為
に

、

「
心
境
小
説
私
小
説
性
」
を
有
し

で
い
る

こ
と
を
述

べ
、
さ
ら
に
同
じ
く
歌
物
語
と
は
云

え
、
平
中
と
伊
勢

・
大
和

の
相

違
に

つ
き
、
思
想

・
表
現

・
影
響
関
係
等
に
亘
っ
て
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い

る

(
こ
の
部
分

は
、
「
平

中
物
語
論
」

の
改
稿

)
。
第
九
章

「
女
流
物
語
作
歌
圏

に
帰
属
す
る
物
語

の
系
列

」
で
は
、
源
氏
物
語

の
思
想
を
問

題
と
し

、
作
者
が

五
七



主
人
公
に
藤
原
氏

で
な
く
源
氏
を
選

ん
だ
の
は
、
権
門
藤
原
氏

へ
の
反
感

の
あ

ζら
わ
れ
で
あ
り

、
し
か
も
皇
族
最
高

の
身
分
の
女
性
も
常
に
不
幸

に
陥
り
、
あ

る

い
は
「
姫
君
」
の
描
写
が
常

に
平
凡
で
あ
る
の
は
、
そ

の
上
流
階
級

の
女
性
に

対
す
る

「
冷
徹
な
眼
」
を
物
語
る
も

の
で
、
玉
鍾

の
如
き
筑
紫
出

の
す
く
よ
か

な
女
性

に
力
を
入
れ
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
作
者

の
好

み
が
伺
わ
れ
る
と

い
う

。

そ
し

で
こ
こ
で
も
、
結
論
的

に
、
紫
式
部

の
憂
愁
が

「
己

の
才
学
を
宮
仕
所

に

於

い
で
十
分

に
発
揮

で
き
ぬ
不
満
」
に
よ

る
も

の
と
、
前

述
の
趣
旨

を
く
り
か

え
し

で
お
ら
れ
る
。
同
じ
く
第

二
節

で
は

「
色
好

の
否
定

」
の
題

下
に
、
紫
式

部

は
全
篇
中
、

一
貫
し

で
、
す
き
ず

き
し

い
好
色
や
不
倫
を
斥
け
る
が
、
そ
れ

は
、
彼
女
が
倫

理
的

な
漢
文
芸
作
家
圏

に
属
す
る
人
で
あ

っ
た
か
ら
だ
と
主
張

さ

れ
る
。
第
十
章

「
漢
文
芸
作
家
圏

の
系
譜
と
行
方

」
は
古

代

諸

記

・
武

家

物

・
軍
記
物

の
流

れ
を
追
っ
で
、
氏

の
構
想
を
概
括

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

以
上
、
本
書

の
ほ
と

ん
ど
章
題
を
紹
介
す
る
の
み
で
予
定
の
紙
数
を
費
し
果

し
で
し
ま
っ
た

。
私
と
し
で
は
、
大
部

の
書

で
は
あ
り
、
内
容

も
ま

こ
と
に
豊

富
で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
点

で
教
え
を
受
け
る
と
同
時
に
、
反
面
異
論

の
あ
る

個
所
も
少
く
は
な

い
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
各
叙
述
を
、

い
ま
す

こ
し
、
学
説

史
的

展
望

の
上
に
置
い
で
頂
け
た
ら
、
氏

の
耕
薪
な
着
眼
や
洞
察
が
よ
り

一
層

際
立

っ
で
来
た
で
あ
ろ
う

に
と
、
惜
し

ま
れ
る
気
も
す
る
し

、
全
体
に
資
料
や

本
文

の
引
用
が
、
や
や
度
を
越
し
で
い
な

い
か
と
も
思
う

。
然
し
、
そ
れ
は
、

こ
こ
に
提
起
さ
れ
た
問
題

の
多
様
性
と
載
新

さ
と
に
よ
っ
で
、
補
っ
で
余
り
が

あ
る
も

の
で
あ
る
。
氏

の
論
を
う
け

つ
い
で
、
発

展
せ
し
め
る
の
が

、
後
学

の

義
務
と

い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
紹
介

の
趣
旨
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
期
し
た
あ
ま

り
に
、
文
字
通
り
皮
相
の
か
い
な

で
に
終
っ
た
こ
と
を
御
許
し
願

い
た

い
。

(
昭
和
三
九
年
七

月
二
十
日
、
武
蔵
野
書
院
刊
、
七

五
〇
〇
円

。
)

▼
受
贈
雑
誌

昭
和
39
年
6
月
～

12
月

(
そ

の
二
)

国
語
国
文
研
究

(北
海
道
大
学
)

国
文
学
漢
文
学
論
叢

(東
京
教
育
大
学
)

国
文
学
論
叢

(竜
谷
大
学
)

国
文

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
)

論
究
日
本
文
学

(立
命
館
大
学
)

立
命
館
文
学

(立
命
館
大
学
)

樟
蔭
国
文
学

(大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
)

成
城
文
芸

(成
城
大
学
)

和
洋
国
文
研
究

(和
洋
女
子
大
学
)

別
大
国
文
研
究

(別
府
大
学
)

薩
摩
路

(鹿
児
島
大
学
)

日
本
文
学

(東
京
女
子
大
学
)

人
文
科
学
科
紀
要

(東
京
大
学
教
養
学
部
)

愛
媛
大
学
紀
要

(人
文
科
学
ド

相
模
女
子
大
学
紀
要

徳
島
大
学
学
芸
紀
要

山
口
大
学
文
学
会
誌

山
口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告

華

(日
本
女
性
文
学
会
誌
)

郷
土
文
化

五
八


